
は じ め に

野生動物の保全活動を実施するに際して，動物間

の感染症（寄生虫症を含む）対策も重要であるとい

う認識は，国内外での事例の蓄積 により，近年，

高まってきた。特に，動物園水族館関係者にとって

は，このような野生動物の救護個体の受け入れや飛

来などに対し，強い警戒感を募らせている。また，

このような施設で飼育される展示動物においても，

既にいくつかの感染症発生が日本でも記録されてい

るために（本文参照），展示動物から傷病野生動物へ

の病原体感染と放逐による野外への拡散も懸念され

る。

また，動物園水族館には，教育，娯楽，生息地外

繁殖を含む自然保護および研究の役割が有るが，い

ずれの側面からも，感染症対策は不可欠で，その基

盤が情報の収集である。しかし，これら施設におけ

る感染症発生に関する記録は，種々の関連雑誌に散

発的に掲載される傾向があり，総説論文のようなも

のは見あたらない。そこで，まず，日本の主だった

動物園水族館が加入する㈳日本動物園水族館協会

（事務局：東京）で発行している動物園水族館雑誌

（1959年創刊）に掲載された症例報告について，起因

病原生物群ごとに概観した。

検 索 方 法

本誌は1997年度分（第38巻）から，酪農学園大

学紀要との交換で，同学図書館にも配架され，本稿

作成時には，2002年から2003年度刊行（第44巻）

の１号が配置されていた。それ以前の全巻号は札幌

市円山動物園で保管されている。今回の検討では，

これらを元に文献検索を実施した。まず，1993年以

降，不定期的に刊行されている本誌総合目次 を

もとに，感染症に関わると思われるものをリスト

アップし，次いで個々の論文について複写してその

内容を吟味した。

動物園水族館雑誌の構成

本誌には，原著，総説，短報，症例報告などの公

表論文のほか，各種会議録，資料（新施設の概要，

繁殖賞受賞動物一覧，国際登録など），各種動物の宿

題調査報告などなどがあり，それらについても，可

能な限り，関連分野のものは文献を検討した。この

他，獣医，水族館技術者，飼育技術者などの研究会

要旨が掲載されているが，これら個々については，

非常に示唆的で参考になる部分も多いが，査読を受

けていないデータであり，今回は原則的に除外した。

その結果，今回の文献調査で公表論文数1731件が

確認された。これら論文の多くは，形態（計測値，

奇形など含む），分類，生理（臨床病理，体温，生化

学，血液学，消化率など含む），飼育・管理（調教事

例含む），飼養（人工飼料，保育・育雛，餌生物の生

産など含む），繁殖（性判定や人工孵化など含む），

発育，生態・行動，展示例，症例（非感染症，事故，

外科・歯牙疾患含む），剖検例，麻酔，野生復帰に関

わる環境調査，捕獲技術，教育実践例などが占めた。

魚病領域を含め，感染症および寄生虫症に関わるも

の（病原生物の同定・分類，公衆衛生，ワクチン・
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駆虫，症例，疫学なども含む）は，119件で総論文数

に占める割合は，約6.9％であった。冒頭に述べたよ

うに，展示動物の健康管理を講ずる上で，感染症対

策は不可欠であるが，論文数を見る限り，実際は十

分と言い難い。

爬虫類・鳥類・哺乳類のウイルス，細菌および真菌

関連の論文の概要

寄生虫（原虫，蠕虫および節足動物）については，

既に，大塚 あるいは横畑 により約40数件の文献

が紹介されている（ただし，魚類寄生原虫に関する

報告等で欠落しているものが多い）。その目的は，前

者が動物園動物医学における寄生虫学的基礎調査の

重要性を明らかにするため，一方，後者は外来種化

する可能性のある寄生虫種のリストアップのため

で，それぞれほぼ同時期に独立して作業が進められ

た。いずれにせよ，本稿で再度，取り上げる必要は

ないと判断したので，寄生虫の報告は割愛した。

魚類については，魚病学に密接に関連するので，

その専門家に総説をいただきたいと考えている。

よって，以下では爬虫類以上の脊椎動物のウイルス，

細菌および真菌関連の論文についてまとめた。

１）ウイルス感染症

傷病野生動物が動物園に搬入された場合，その病

原体に対する注意を喚起した事例として，1979年夏

に発生した仙台市八木山動物園におけるニホンカモ

シカのパラポックスウイルス症（病原体は Parapox-

virus属の一種）の発生で８個体が死亡したものが

知られる 。幸い，他の展示動物への新たな感染は無

かったが，安易な野生個体の収容は危険であること

が判明した。展示鳥類の禽痘（病原体はAvipoxvirus

属の一種）の症例報告 では，ニジキジのほかタ

ンチョウにおける事例もあり，野生個体においても

このウイルス症に対して警戒すべきことが判った。

タンチョウでは，この他，アデノウイルス科による

封入体肝炎 も報告されている。イルカではびまん

性乳頭腫（病原体は Papillomavirus属の一種) の

症例が知られる。DNAウイルス群では，以上の他

に，ライオン幼獣で猫汎白血球減少症を引き起こす

ウイルス（Parvovirus属の一種）の抗体調査報告

がある。

RNAウイルス群 Rubulavirus属のニューカッス

ル病ウイルスによる感染症の発生例として，1967年

の上野動物園におけるパラワンコクジャクの症例報

告とその対策に関する資料が掲載されている 。

Morbillivirus属の病原体によるジステンパー発生

の例として，次の二つが重要である。米国の動物園

へ移送される前に接種されたジステンパー生ワクチ

ンにより，レッサーパンダ４個体中３個体が発症・

死亡した 。このことは，安易な家畜種用ワクチンの

接種が，時には貴重な展示動物を殺す可能性もある

ことを示す貴重な事例である。また，新規導入のバ

イカルアザラシから同居アザラシへのジステンパー

感染・死亡例 も，厳しい検疫の重要性を知らしめ

た。

２）細菌感染症

1950年代後半には，上野動物園で飼育されていた

海獣類，ガラゴなど猿類，サイでレプトスピラ症が

発生していた が，その当時でも死亡例は少ないよ

うである。類人猿を含むサル類やレッサーパンダの

赤痢菌を中心とした病原性腸内細菌による疾病や公

衆衛生などについての報告 ，あるいはサル

類・爬虫類におけるサルモネラ菌検査報告 な

どの中で，サル類（類人猿含む）の仮性結核症は死

亡例もあり，媒介者と目される家ネズミの調査も実

施されていることは注目された 。

抗酸菌（Mycobacterium）感染による結核の報告

は，死亡例やその適切な診断法を含め，サル類で多

く ，特に，1940～50年代にヒトやサル類に多

く発生していた結核に関する論文 は当時の衛生

状態を反映していて興味深い。しかし，結核はアジ

アゾウ ，ニホンカモシカ や様々な爬虫類・鳥類で

も認められ ，その問題の大きさが推し量られ

た。また，ウミガメの抗生物質・サルファ剤治療に

ついても検討されている 。

1960年10月，名古屋市東山動物園で発生したフ

ンボルトペンギンのプロテウス（Proteus）菌による

と考えられる短期間に発生した集団死亡例 は，13

羽の死亡で終息したが，その原因が真にこの細菌で

あったか否かを含め，警戒したい。

タヌキの肺炎（ジステンパー様疾患）や有蹄類の

ブドウ球菌（Staphylococcus）による皮膚膿瘍が記録

されている 。また，サル類の糞便あるいはその

飼育土壌からの破傷風菌の高率の検出結果 は，展

示動物やヒトへのトキソイド接種の重要性を再確認

させるものとなった。他に，Clostridiumと考えられ

るシカ類の出血性腸炎の記録 がある。

アシカ類やイルカ類などでその健康管理の一環

で，その他細菌の検査が実施されている が，特

に，イルカ類では Erysipelothrix属の豚丹毒菌の感

染が知られ，その予防は必須となっている 。さ

らに，放線菌（Actinomycesなど）によると考えられ
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る，いわゆる「カンガルー病」の事例 も旧来か

ら問題視されていることが再確認された。

３）真菌感染症

鳥類では，アスペルギルス（Aspergillus）症の報

告が圧倒的に多く，ダチョウ ，ペンギン各種 ，

コンドル ，ウミワシ ，野生のタンチョウと他のツ

ル類 で知られた。一方，哺乳類ではアザラシ類に

おけるカンジダ（Candida）症 ，各種サル類とコア

ラのクリプトコッカス（Cryptococcus）症 ，チ

ンパンジーの白癬（病原体は Trichophyton属の一

種） など多様であり，死亡例も少なくない。また，

爬虫類でもオオトカゲにおける何らかの真菌性肝結

節病変および心外膜炎の事例がある 。このように，

多様な動物で発生があり，真菌症の総説 も掲載さ

れた。

お わ り に

野生動物医学の基礎情報とするため，動物園水族

館雑誌上で報告のあった爬虫類，鳥類および哺乳類

のウイルス，細菌および真菌関連の論文について概

観し，Parapoxvirus，Avipoxvirus，Papillomavirus，

Rubulavirus，Morbillivirus，Leptospira，Shigella，

Salmonella，Proteus，Staphylococcus，Clostridium，

Erysipelothrix，Mycobacterium，Actinomyces，

Aspergillus，Candida，Cryptococcus，Trichophyton

などの病原体に起因する症例が記録されていたこと

が判った。しかし，多様な展示動物を対象にしたも

のとしては少なく，より詳細な調査と原著公表が実

行された暁には，さらに多く事例が認められること

は明らかである。だが，動物園獣医師だけでは，日々

の多忙な業務に忙殺され，調査研究までは手が廻り

にくいことは確かである。幸い，2004年４月から，

野生動物の感染症と汚染物質の分析のために，酪農

学園大学新家畜病院に野生動物管理棟が併設され

る。この施設により，札幌市円山動物園をはじめと

した道内外の動物園水族館展示動物や救護動物を対

象にした共同疫学調査の展開が，これまで以上に容

易となるはずである。
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要 旨

野生動物医学の基礎情報とするため，1959年創刊
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の㈳日本動物園水族館協会「動物園水族館雑誌」に

掲載された感染症・寄生虫症関連の報告について文

献調査をしたところ，調査論文1731件のうち，119

件（約6.9％）が当該領域であった。これらのうち，

爬虫類，鳥類および哺乳類のウイルス，細菌および

真菌関連の論文59件についてまとめた結果，パラ

ポックス症，鳥痘，乳頭腫，ニューカッスル病，ジ

ステンパー，レプトスピラ症，赤痢，サルモネラ症，

プロテウス症，ブドウ球菌症，破傷風，豚丹毒，結

核，カンガルー病，アスペルギルス症，カンジダ症，

クリプトコッカス症，白癬などが，集団死亡例含め

種々の展示動物で記録されていたことが判明した。

Key words: Infectious disease, captive verte-

brates,zoos,aquariums,Japan

キーワード：感染症，展示用脊椎動物，動物園，水

族館，日本

Summary
 

Outbreaks of infectious diseases recorded in zoos and aquariums in Japan,from an overview of references
 

cited in Journal of Japanese Association of Zoological Gardens and Aquariums since 1959 of infectious and
 

parasitic disease organisms of captive vertebrates,and/or its outbreak found from zoos and aquariums in
 

Japan were presented. Among 119 papers related to the field,this paper provides an original 59 references
 

including fatal outbreaks recorded from captive reptilian, avian and mammalian species, and from the
 

organisms belonging to the genera Parapoxvirus,Avipoxvirus, Papillomavirus, Rubulavirus, Morbillivirus,

Leptospira, Shigella, Salmonella, Proteus, Staphylococcus, Clostridium, Erysipelothrix, Mycobacterium,

Actinomyces,Aspergillus,Candida,Cryptococcus,and Trichophyton,were recorded.

84 浅 川 満 彦・北 村 健 一


